
F1.5 の定義
消費の中心とされる 20 歳～ 34 歳
までの女性を表す言葉「F1」の枠に
読者が収まりきれなくなったことか
ら考えられた新たなコンセプト。30
代全体をカバーし、未婚・既婚にか
かわらず、子どもを持たず、自分で
家事をこなし、時間とお金を比較的
自由に使える女性たちをシティリビ
ングではこう呼ぶ

２
０
１
１
年
、
シ
テ
ィ
リ
ビ
ン
グ
の
読
者
層
を

「
Ｆ
１
・
５
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ら
に
拡
大
す
る

「
30
歳
前
後
で
親
と
同
居
す
る
未
婚
の
Ｏ
Ｌ
」が
中
心
読
者
だ
っ
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
シ
テ
ィ
リ
ビ
ン
グ
」

だ
が
、
近
年
、
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
読
者
も
増
え
て
い
る
。
も
は
や
年
齢
分
類
だ
け
で
は

見
え
な
い
消
費
行
動
を
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
洗
い
直
し
、
リ
ア
ル
読
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

働
く
女
性
が
増
え
、
読
者
の
姿
も
多
様
化

だ
か
ら
こ
そ
30
代
後
半
ま
で
広
く
カ
バ
ー

　

２
０
１
１
年
は
人
口
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
37
歳
～
40
歳

を
迎
え
る
一
方
、
結
婚
後
も
働
き
続
け

る
女
性
の
増
加
に
よ
り
、
シ
テ
ィ
リ
ビ

ン
グ
の
読
者
層
に
も
変
化
が
見
ら
れ

る
。
消
費
の
中
心
と
さ
れ
る
34
歳
ま
で

の
女
性
、
い
わ
ゆ
る
「
F
１
」
層
だ
け

に
注
目
し
て
い
て
は
、
働
く
女
性
の
ニ
ー

ズ
が
把
握
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　

女
性
た
ち
が
求
め
て
い
る
情
報
や
モ

ノ
は
、
年
齢
や
配
偶
者
の
有
無
に
象
徴

さ
れ
る
従
来
の
分
類
だ
け
で
は
見
え
に

く
い
。
シ
テ
ィ
リ
ビ
ン
グ
で
は
こ
れ
か
ら

の
消
費
傾
向
を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
調

査
か
ら
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
。

「
F
１
」
層
を
含
め
30
代
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
「
F
１
・
５
」
と
い
う
新
た
な
読
者

像
を
打
ち
立
て
た
。

　

た
と
え
ば
、
未
婚
で
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
読
者
の
割
合
も

増
え
続
け
て
い
る
が
、
自
分
で
家
事
を

す
る
、
子
ど
も
に
お
金
を
か
け
る
必
要
が

な
い
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
消
費

行
動
に
似
か
よ
っ
た
面
も
多
い
。
多
忙

な
毎
日
の
食
卓
に
冷
凍
食
品
を
活
用
し
、

炊
飯
器
な
ど
家
電
の
最
新
情
報
を
求
め
、

自
分
用
に
ち
ょ
っ
と
高
価
な
歯
磨
き
粉

を
買
っ
た
り
と
さ
さ
や
か
な
ぜ
い
た
く

も
す
る
彼
女
た
ち
。
そ
ん
な
「
F
１
・
５
」

層
の
定
量
調
査
を
実
施
し
て
組
織
化
し
、

モ
ニ
タ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
活
に
役
立
つ

提
案
を
し
て
い
く
。

　

ネ
ッ
ト
の
情
報
で
動
く
10
代
、
20
代

に
比
べ
、
30
代
は
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の

情
報
が
購
買
に
結
び
付
く
こ
と
が
多
い
。

シ
テ
ィ
リ
ビ
ン
グ
へ
の
読
者
の
信
頼
を

尊
重
し
な
が
ら
、「
F
１
・
５
」
世
代
の

購
買
意
欲
を
深
く
掘
り
起
こ
し
て
い
く

施
策
を
計
画
中
だ
。

　働く女性の年齢やライフスタイルが幅広く
なっている現在、今までとは違う新しい読者
像として「F1.5」という層が浮かび上がって
きました。
　親元から独立し、自分で料理や掃除もこな
す「F1.5」層の消費行動を調べると、「未婚
で親と同居」という従来の読者像とはまた
違った面が見えてきます。
　料理のレシピやカビ対策の記事に人気が集
まったことからも、生活に密着した情報を求

めていると思います。
　また、若い世代の消費が落ち込んでいるの
は将来への不安が強いから。そこで、雇用、
結婚、お金（老後の資金）という３つの不安
要素に対して、金融や資格取得のセミナー、
恋愛のスキルを磨くイベントなども実施しま
した。
　このような時代だからこそ、ライフスタイ
ルの多様化に呼応した読者満足度の高い紙面
を作っていく必要を感じます。

サンケイリビング新聞社
第２営業局シティ営業部　副部長
岩井寛武

生活に即した情報を求める 30 代読者
若い世代の不安も解消

2010 年、夏のイベント「ゆかた・和・日本橋 2010」。屋形船での東京湾クルーズや老舗割烹の料理を
楽しんだ後、打ち水にも参加。30 代を中心とする読者が日本橋を基点に江戸の文化を味わった

★ タブーに挑戦。新たなビジネスモデルの突破口を探る

★ 2010 年から始まった日本橋エリアの応援企画を継続、和の文化、
　 江戸の文化の魅力を発信

2011年のチャレンジ

女ゴコロ・キュキュン！ マーケティング始動中

「くらし HOW マガジン」 2011 年 1 月発行／ ©リビングくらし HOW 研究所　※無断転載を禁じます




